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奈良県立美術館 
プレスリリース／2024 年 10 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 絹谷幸二《大和遠望》昭和 62(1987)年 

奈良県立美術館 

 

 

 

展覧会の趣旨  かつては大和（やまと）と呼ばれた奈良県は、悠久の歴史と自然豊かな風土とが織りなす独特の文

化を形成してきました。 

古の都、そして社寺王国として歴史の舞台で重要な役割を果たした古代・中世には、信仰を中心と

する寺社の文化が育まれ、今日に至るまで奈良の美術を表す特質となっています。門前町や城下町が

栄えた江戸時代には、武家社会の中で多彩な文化活動が展開され、大和独自の美術工芸も発達しまし

た。また、庶民の行楽の場でもあった名所旧跡には文人墨客が往来し、美術の格好の題材として取り

上げられるようになります。そして近代に入ると、こうした伝統を受け継ぎながらも、一方では西洋

伝来の洋画も流入し、古都・奈良の地は、美術家たちを刺激する無尽の創造源ともなっています。 

 本展では、中世から現代までの奈良ゆかりの絵画作品を展示し、その流れをたどります。通覧され

ることの少ない奈良の絵画史を振り返ることで、奈良の美術が持つ魅力や特質を概観すると同時に、

知られざる絵師・画家たちの存在に光をあて、多様な側面に目を向ける機会ともなれば幸いです。ま

た、併設展示では、近年新たに収蔵・寄託された作品の中から、奈良の美術工芸を紹介し、大和に息

づく美と技の世界をご覧いただきます。 

 

出品件数 

 

約 85 件（出品件数の合計） ※会期中に展示替えを行います（前期：1/18-2/9 後期：2/11-3/9）。 

              ※出品作品は変更する場合がありますのでご了承ください。 

展示構成 序  章 古代・ヤマトの美 

高松塚古墳壁画や法隆寺金堂壁画、正倉院宝物などの模写作品の展示を通じて、国際色豊かな古代大

和の絵画の一端を紹介します。 

 

第 1 章  中世・南都の美 

寺社文化を支えた南都絵所の絵師や鑑貞や山田道安といった室町時代の絵師たちの作品を中心に展示

し、信仰を中心とする奈良の美術の特質や、徐々に地域性が顕在化しはじめた中世南都絵画の様相をう

かがいます。 

 

第 2 章  近世・大和の美 

武家社会の中で活躍した柳沢淇園や画僧・古礀、幕末の志士といった大和ゆかりの絵師たちから、曾

我直庵や狩野永納など大和に足跡を残した絵師たちの作品や、名所旧跡を題材とした作品などを展示し、

近世大和の絵画が持つ多彩な魅力を紹介します。 

 

特集展示 奈良洋画の黎明 没後 100 年 大村長府 

現在の奈良県大和郡山市に生まれ、精緻な祭礼図を手がける一方、自然の神秘を捉えた風景画を制作

し、東洋思想にもとづく独自の審美眼を示した洋画家・大村長府（おおむら・ちょうふ 1870-1925）

の画業を概観し、奈良の美術の特異性を探ります。 

特別展 

大和の美 ～古都を彩った絵師たちの競演 

Beauty of Yamato ～Various Artists colored Ancient City 

令和 7（2025）年 1 月 18 日(土)－3 月 9 日(日) 

主催・会場 奈良県立美術館 
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第 3 章  近現代・奈良の美－洋画 

東京美術学校西洋画科で教鞭をとった中村勝治郎や、須田国太郎ら奈良で洋画教育に携わった画家か

ら、文豪・志賀直哉や東大寺・上司海雲のもとに集った洋画家をはじめ、中澤弘光から絹谷幸二まで、

歴史と自然の織りなす風土の中で育まれた奈良ゆかりの画家たちの作品を展観します。 

 

第 4 章  近現代・奈良の美－日本画 

春日絵所預を務めた大坪正義や吉川観方、寺社の荘厳を手がけた平山郁夫や畠中光享、安田靫彦や小

倉遊亀に代表される奈良を創作の原点とした奈良ゆかりの日本画家たちの作品を展観し、歴史や信仰と

深く結びついた奈良の絵画の特質を再確認します。 

 

 

併設展示 大和の工芸  

漆工や木工といった正倉院宝物などによって知られる奈良の伝統技術や、近世に発展を遂げた赤膚焼

や奈良人形一刀彫などの奈良独自の美術工芸をはじめ、能面や刀剣といった奈良の寺社に伝わる奈良ゆ

かりの美術工芸品を紹介します。 

 

本展の見どころ 1． 大和・奈良で活躍した「絵師」に注目した展示 

 奈良の文化・芸術といえば、考古学や仏像などの分野が注目されがちですが、本展では、奈良の絵画

に焦点を当て、近世以前の書画から近代以降の洋画や日本画までを通覧することで、奈良の美術が持つ

多彩な魅力を紹介いたします。 

2． 奈良県立美術館の収蔵品・寄託品から奈良の美術工芸を紹介 

正倉院宝物で知られる漆工や木工、赤膚焼などの陶磁器、その他奈良の社寺に伝来する刀剣や能面な

ど、奈良の美術工芸を展示し、美と技の世界をご覧いただきます。 

3． 奈良の洋画家・大村長府の紹介 

 奈良洋画界の最初期に活動した大村長府の画業を紹介します。精緻な描写による社寺の祭礼図や風景

画、肖像画などを通じて、「直観論」と名づけた大村独自の芸術世界を展観します。 

 

▼展覧会の基本情報と来館案内 ─────────────────────────────────── 

主催・会場 奈良県立美術館 

〒630-8213 奈良県奈良市登大路町 10-6 

TEL 0742-23-3968／FAX 0742-22-7032／テレフォンサービス 0742-23-1700 

美術館公式ホームページ https://www.pref.nara.jp/11842.htm 

X（旧ツイッター）アカウント @ArtmuseumN   フェイスブック @narakenmuseum 

インスタグラム nara_artmuseum 

会期 令和 7（2025）年 1 月 18 日(土)～3 月 9 日(日) 

前期：1/18-2/9 後期：2/11-3/9 

後援（予定） ＮＨＫ奈良放送局、奈良テレビ放送、奈良新聞社、西日本旅客鉄道株式会社、近畿日本鉄道株式会社、

奈良交通株式会社、公益社団法人奈良市観光協会、奈良県教育委員会 

 

開館時間 

休館日 

9 時～17 時（入館は 16 時 30 分まで） 

月曜日（ただし 2 月 24 日、3 月 3 日は開館）、2 月 25 日（火） 

 

観覧料 一般＝800（600）円、大・高生＝600（400）円、中・小生＝400（200）円 

※（ ）内は団体料金（20 人以上）  

※障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳（アプリを含む）をお持ちの方と介助の方 1 人

は無料 

交通案内 近鉄奈良駅 １番出口から奈良公園に向かって徒歩５分 

JR 奈良駅 東口バス乗り場から奈良交通バスにて５分「県庁前」下車 100 メートル 
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▼会期中の催し ─────────────────────────────────── 

会期中の催し 

（当館主催事業） 

◆講演会「守り伝える大和の美 ―文化財保護の現場から―」 

講師：神田雅章氏［龍谷大学文学部教授］  

日時：令和 7 年 2 月 24 日（月・祝）14 時～15 時 30 分（開場：13 時 30 分） 

会場：当館 1Ｆレクチャールーム（60 名・当日先着順・13 時から整理券配布） 

 

◆美術講座「奈良洋画の黎明 大村長府の画業」 

講師：松川綾子［当館学芸員］ 

日時：令和 7 年 2 月 9 日（日）14 時～15 時（開場：13 時 30 分） 

会場：当館１Ｆレクチャールーム（60 名・当日先着順） 

 

◆担当学芸員によるギャラリートーク 

日時：令和 7 年 1 月 25 日（土）・3 月 1 日（土）14 時～（約 1 時間） 

会場：当館 展示室 

※いずれのイベントも参加には当日の観覧券が必要です。 

 

◇同時開催・ギャラリー展示〈1F/入場無料〉 

奈良ゆかりの現代作家展 

01 今西真也 1 月 18 日（土）－2 月 16 日（日） 

02 赤松加奈  2 月 18 日（火）－3 月 9 日（日）   

 

取材のご依頼 

広報に関するお問い合わせ 

 

 奈良県立美術館（展覧会企画担当：指導学芸員 松川綾子） 

〒630-8213 奈良市登大路町 10-6 

TEL 0742-23-3968 FAX 0742-22-7032 

Mail: narakenbipress@office.pref.nara.lg.jp 
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広報用画像リスト ＋ 作品の一言解説 

 

◇展覧会の広報用に以下の画像を用意しております。ご希望の画像の番号（1～5）をお知らせください。 

◇必ず下記のキャプションおよび備考欄の展示期間もご掲載ください。 

 ただし、ルビ（ふりがな）を付けるかどうかと制作年代の掲載は各メディアの判断に委ねます。 

◇掲載にあたり作品部分のトリミング、文字載せはご遠慮ください。 

 

No. 画像 キャプション 一言解説 備考 

1 

 

二条英印 

《鹿島立神影図》 

南北朝時代（1383）年 

春日大社 

常陸の鹿島に鎮座していた武甕槌命

が、白鹿に乗り、御笠山山頂に降り

立ち、春日大社に移られたという、

春日大社草創伝説を描いた、この種

の図の最古の遺品。 

 

2 

 

柳沢淇園画・柳沢信鴻賛  

《関羽像》 

江戸時代（1745-1748）年頃 

東京国立博物館 

中国・三国時代・蜀の武将・関羽と

周倉を色彩豊かに描く。大和郡山・

柳沢藩の藩士で、文人画の先駆とさ

れる柳沢淇園の代表作。賛は第 2 代

藩主・信鴻による。 

後期展示： 

2/11-3/9 

3 

 
大村長府  

《家族団欒図》  

明治 40～41（1907-1908）年頃 

星野画廊 

まるで記念写真を撮るかのように視

線を向ける家族の肖像を、写実的に

描いています。奈良における最初期

の洋画家・大村長府の作品。 

 

4 

 

普門暁  

《鹿、青春、光り、交叉》 

大正 9（1920）年 

奈良県立美術館 

 

光のプリズムのような画面には草む

らに潜む雌雄の鹿が描き混まれてい

ます。「未来派」を標榜し、日本の前

衛美術運動の先駆けとなった奈良の

異色画家・普門暁の代表作。 

 

5 

 

上村松園  

《春宵》 

昭和 11（1936）年 

奈良県立美術館 

料亭の縁側でそっと耳打ちをする仲

居と芸妓の姿でしょうか。艶やかな

夜の情景を、美人画の巨匠・上村松

園がしっとりと描き上げています。 

 

 

奈良県立美術館◇〒630-8213 奈良市登大路町 10-6◇TEL 0742-23-3968 FAX 0742-22-7032◇https://www.pref.nara.jp/11842.htm 


